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志布志市の福祉・ボランティア情報紙

ささえあいささえあい

・志布志市ボランティア連絡協議会が発足しました！（P.4）
・日本赤十字社費募集にご協力お願いいたします。（P.6）
・平成２５年度の事業計画及び一般会計予算をお知らせいたします。（P.2〜3）
・ＮＰＯ法人紹介、志布志町ＳＬ保存会（P. ５）

第８回 志布志市ボランティアまつり開催！
社協とボランティア団体の一大イベントが
平成２５年８月１８日（日）に開催されます。
地域の皆さまに福祉とボランティアを楽しんでもらえる
イベントです。多くのご来場をお待ちしております。



　

人
口
減
少
社
会
や
少
子
高
齢
社
会
が

到
来
す
る
な
か
で
家
族
形
態
の
変
化
に

伴
う
家
庭
機
能
の
低
下
や
地
域
の
人
間

関
係
の
希
薄
化
に
よ
り
地
域
が
担
っ
て

き
た
支
え
合
い
が
弱
ま
り
、Ｄ
Ｖ
問
題
、

児
童
虐
待
等
の
複
合
化
す
る
福
祉
ニ
ー

ズ
も
増
加
傾
向
の
な
か
、
東
日
本
大
震

災
の
影
響
も
あ
り
景
気
や
雇
用
情
勢
な

ど
社
会
経
済
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
社
協
は

地
域
福
祉
を
進
め
る
こ
と
を
使
命
に
地

域
の
中
で
は
、
既
存
の
制
度
や
サ
ー
ビ

ス
だ
け
で
は
解
決
に
至
ら
な
い
福
祉
課

題
や
生
活
課
題
に
対
応
し
て
き
て
い
ま

す
が
、
今
日
の
深
刻
な
生
活
課
題
を
受

け
止
め
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
取
り
組

み
を
更
に
図
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
社
会
福
祉
や
地
方
分
権
等

を
め
ぐ
る
制
度
改
革
が
進
む
中
、
こ
れ

ま
で
進
め
て
き
た
地
域
福
祉
の
在
り
方

を
具
現
化
す
る
た
め
に
社
協
の
存
在
意

識
を
示
し
活
動
を
推
進
す
る
た
め
地
域

福
祉
推
進
の
基
盤
整
備
や
地
域
福
祉
計

画
と
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
一
体
的
な

策
定
を
進
め
、
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
る
地
域
福
祉
施
策
の
充
実

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
事
業
者
と
し
て
介

護
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
多
様

化
、
高
度
化
し
て
い
る
現
状
に
そ
れ
を

担
う
介
護
分
野
職
員
の
資
質
向
上
と
倫

理
観
を
併
せ
持
ち
、
利
用
者
の
生
活
支

援
の
た
め
の
効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
に
努
め
、
量
的
及
び
質
的
両
面
で
一

層
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
予
防
事
業

の
充
実
に
よ
り
利
用
者
の
自
立
支
援
を

目
指
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
地
域
の
あ
ら
ゆ
る
生
活
課
題

を
受
け
止
め
、
相
談
や
支
援
そ
し
て

解
決
に
あ
た
る
こ
と
を
基
本
に
役
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
に
根
ざ
し
た

住
み
や
す
い
、
や
さ
し
い
、
ふ
く
し
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
平
成
25
年
度

は
、
各
事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

1 法人運営の基盤強化
2 地域福祉の推進
3 介護保険事業・障害者総合支援事業の取り組み
4 自主財源の確保

平成２５年度事業計画

主な事業実施計画をお知らせします！
Ⅰ　法人運営部門Ⅱ　地域福祉活動推進部門

①法人全体の運営
◦�組織体制の見直しに伴う諸規程の整備、指揮命令
系統の明確化、法令遵守の法人経営・介護保険事
業経営
◦�本所、支所間の連携、地域に根ざした事業推進
◦�グループネットワーク活用等による情報の共有化
◦�職員の資質向上のための職員研修の実施

②財務・人事管理等の組織管理マネジメント
◦�本所、支所を含めた人的交流の推進、事務事業の
協働化と情報の共有化
◦�「ささえあい事業」（介護保険外ヘルパーサービ
ス事業）、「思いやり基金自動販売機設置事業」や
新たな収益事業の研究・導入

③理事会・評議員会・監事会等の開催
◦�理事会・評議員会・監事会等の実施状況を広報紙、
ホームページ等で公開し、経営の透明性に努める

④本所・支所施設の管理運営
◦�指定管理を受けている健康ふれあいプラザ（本
所）、市民センター（有明支所）、老人福祉センター
（松山支所）、老人憩の家（松山支所）を活動拠点
とし、地域に開かれた交流施設、市民に親しまれ
る施設として、健全な管理運営を図る

⑤社協会費の効率的運用
　本会活動の趣旨に賛同していただける市民、団体、
法人等の会員加入促進。
　会費の効果的運用、事業実績等の情報公開

①福祉のまちづくり事業
◦�志布志市地域福祉活動計画の策定
◦�近隣福祉ネットワーク活動の推進
　→�一人暮らし高齢者や障がい者等が安心した生活
を送れるよう「見守り」「声かけ」など住民相
互の助け合い体制を再構築

◦�高齢者ふれあいサロン、子育てサロンの拡充・支援
◦�社会福祉大会開催による福祉啓発、表彰

②ボランティアセンター事業
◦�ボランティアコーディネーターの設置（本所・各支所）
◦�一般ボランティア育成講座
◦教職員福祉ボランティア育成講座
◦ワークキャンプ事業
◦福祉作文・絵画コンクール
◦ボランティアまつり
◦ボランティア団体活動助成
◦ボランティアのつどい
◦ボランティア育成事業協力校の指定（市内３校）
◦防災・災害救援体制の確立
◦ボランティアポイント制度の推進

③共同募金運動の推進
◦�志布志市共同募金委員会の運営
◦�共同募金配分金による事業の実施
◦�チャリティゴルフ、チャリティグラウンドゴルフ
大会の開催

④日本赤十字事業への協力
◦�災害時の迅速な救援活動、救援物資の配布

⑤福祉団体との協働

基
本
方
針

４つの重点目標
はこちら
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収 入
２６４，７８９千円

支 出
２６４，７８９千円

平成２５年度の一般会計予算です！

Ⅲ　福祉サービス部門Ⅳ　在宅福祉サービス部門
①相談機能の充実
◦�心配ごと相談所の設置（志布志本所、有明・松山支所）
◦�心配ごと相談員研修の実施
◦�福祉サービス苦情受付、解決窓口の開設、第三者
委員による苦情解決体制の確立

②福祉サービス利用支援事業
→福祉サービスや金銭管理に困っている高齢者等が
安心した日常生活が送れるよう支援を行う。
◦�専門員設置による円滑な事業推進
◦�福祉サービス利用支援員への指導援助
◦�県社協、各関係機関との連携
◦�各事業所へのサービス利用の周知強化

③各種資金貸付事業
◦�生活福祉資金貸付事業（総合支援資金、福祉資金、
教育支援資金、不動産担保型生活資金）
　→�民生委員等の協力のもと低利又は無利子で資金
貸付を行い、世帯の自立更生を促す。

◦�法外援護資金貸付事業（小口資金貸付事業）
　→市社会福祉協議会単独の小口資金の貸付制度。
◦�生活福祉資金及び法外援護資金の償還督励

④研修、教育
◦�職場内研修の実施
◦�外部研修への積極的参加
◦�社会福祉実習の積極的受け入れ

①高齢者対策事業
◦�一人暮らし高齢者の集い開催支援（地区社協）
◦�敬老訪問の実施（白寿、100歳以上）
◦�金婚式
◦�歳末年越しそば、弁当配布事業の支援
◦�認知症サポーター養成講座

②在宅支援事業
◦�ささえあい事業（介護保険外ヘルパーサービス事業）
◦�寝具洗濯乾燥消毒サービス事業
◦�介護者交流会
◦�高齢者等への歌の宅配事業
◦�福祉機器（特殊寝台、車イス）の貸出し

③障がい者支援事業
◦�障害者総合支援事業への取り組み
◦�障がい者戸外ふれあいの 1日

④食の自立支援事業（お弁当配達）
◦�安心、安全なお弁当の配食。利用者への見守り、安否確認の徹底

⑤介護サービス事業の事業体制の整備
◦�居宅介護支援事業（志布志・有明事業所）
◦�通所介護事業　　　　◦訪問入浴介護事業
◦�訪問介護事業（有明支所内）
◦�介護サービス事業情報公開への対応

⑥生活支援事業の推進
◦�生きがい対応型デイサービス事業（志布志）
◦�２次予防高齢者事業

⑦サービスの質の向上
◦�ケアマネジメントの質の向上
◦�介護サービス事業従事者の資質及び専門性の向上
◦�福祉サービス苦情相談窓口の設置

人件費
190,185千円

事業費
34,598千円

予備費
1,000千円

当期末支払
資金残高
9,676千円

その他
7,451千円

負担金
92千円助成金

2,244千円

事務費
12,969千円

会費
2,465千円

寄附金
4,454千円

補助金
58,230千円

助成金
108千円

受託金
22,533千円

事業収入
618千円

共同募金配分金
5,262千円負担金

9,262千円

介護保険
84,768千円

前期末支払
資金残高

50,000千円

その他
10,697千円

自立支援費等
10,901千円

受取利息
配当金
157千円

雑収入
5,334千円

共同募金
配分金事業費
5,265千円

積立預金積立支出
26千円固定資産取得支出

及び繰入支出
1,283千円

■ 2013.5（3）



◦この紙面に関するお問い合わせはこちらまで！！
　・志布志市社会福祉協議会　志布志本所　☎ 099-472-1800
　 　有　明支所　☎ 099-474-0310
　 　松　山支所　☎ 099-487-2001

　

今
回
は
平
成
21
年
に
始
ま
っ
た
志

布
志
町
の
安
良
サ
ロ
ン
と
平
和
サ
ロ

ン
を
紹
介
し
ま
す
。

　

安
良
サ
ロ
ン
は
代
表
の
徳
元
秋
子

さ
ん
を
中
心
と
し
た
活
動
的
な
サ
ロ

ン
で
、
年
間
を
通
し
て
色
々
な
行
事

を
組
ま
れ
参
加
者
の
方
々
も
大
変
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。
年
度
初
め
の
４
月

は
、
安
良
会
の
方
々
と
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
を
し
て
交
流
を
図
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、
地

元
の
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
の
取
材
が
あ

り
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
交
流
会
の

様
子
な
ど
を
取
材
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
和
気
あ
い
あ
い
と
し

て
と
て
も
良
い
雰
囲
気
で
し
た
。

　

帖
五
区
地
区
の
平
和
サ
ロ
ン
は
、

代
表
の
長
野
正
富
さ
ん
を
中
心
に
活

動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
間
を
通
し

て
内
容
が
充
実
し
て
お
り
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
や
参
加
者
の
方
々
も
毎

月
の
サ
ロ
ン
が
楽
し
み
な
よ
う
で
す
。

今
月
は
地
元
の
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
放
送
の

取
材
が
あ
り
ま
し
て
代
表
者
を
は
じ

め
緊
張
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
皆

さ
ん
の
笑
い
で
和
み
、
良
い
雰
囲
気

で
し
た
。
健
康
体
操
・
指
運
動
・
早

口
言
葉
・
三
味
線
・
踊
り
と
、
内
容

が
多
彩
で
し
た
。

　

各
サ
ロ
ン
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に

気
を
つ
け
ら
れ
地
域
活
動
の
為
に
頑

張
っ
て
頂
き
た
い
で
す
。

　　　役員の紹介　　（平成２５年５月９日現在）
番号 町名 団　体　名 理　　事
1
有
明
町

有明町ボランティアなかよし 永沼  順子（副会長）
2 読み聞かせグループ「つくしんぼ」 篠原  順子
3 有明町地域女性連絡協議会 立岡  怜子
4 有明町母子寡婦福祉連絡協議会 松山  昭子
5 有明町更生保護女性会 下戸  ふき枝
6

志
布
志
町

朗読ボランティア鈴 川畑  洋子
7 志布志町ＳＬ保存会 宮内  春芳（副会長）
8 志のまち  安全安心“８”応援隊 大山  博美（書記・会計）9 しぶし・おもちゃ病院
10 志布志ふれあいサロンボランティア 倉見谷  政子
11 しぶし自然愛好会 馬場  興市（会長）
12 志布志町地域女性連絡協議会 井手元  和子
13 寡婦会（はまゆう会） 岡留  孝子
14 志布志町更生保護女性会 竹林  宣子
15 志布志市立志布志中学校生徒会 中園  透
16 三鐘流（洋宗会） 堂園  悦子
17 かみふうせん 川畑  充子
18 藤　寿　会 二見  孝子
19 稚児松ＧＢ 天野  安典
20 春日寿友会 石田  アイ子
21 紅　千　会 信時  富美子
22 藤間流美栄輝会 柳澤  郁子
23 藤間流美栄舞会 上村  貴代
24 個人ボランティア 松﨑  三朗

団　体　名 監　　事
有明町ボランティアなかよし 円福  キサエ
朗読ボランティア鈴 上畑  シズエ

志
布
志
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
発
足
！

�

志
布
志
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

会
長
　
馬
場
　
興
市

　
去
る
４
月
11
日
、
志
布
志

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
登

録
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
23
団
体
（
１
４
１
８

名
）
と
１
個
人
に
よ
る
志
布

志
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
の
き
っ
か
け
は
、

２
年
前
に
襲
っ
た
東
日
本

大
震
災
で
す
。
そ
の
際
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
が
被

災
者
を
物
心
両
面
か
ら
支

え
る
と
共
に
、
絆
の
大
切

さ
を
再
確
認
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
志
布
志
市
に
お
い

て
、
そ
の
よ
う
な
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
地
元
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、

仲
間
同
士
連
携
し
、
被
災

者
の
ニ
ー
ズ
に
こ
ま
め
に

応
え
て
行
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
為
に
、

日
頃
の
訓
練
が
必
要
で
す
。

　

日
常
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
お
い
て
も
、
お
互
い

情
報
を
交
換
し
つ
つ
、
向

上
を
図
る
と
共
に
、
楽
し

み
も
共
有
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
横
の
つ
な

が
り
の
必
要
性
か
ら
、
当

協
議
会
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
の
志
に
御
賛
同

下
さ
る
皆
様
の
、
入
会
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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輪多市とは

「多くのボランティアの輪を志布志市に広めましょう」の意味です。

ボランティアセンター便り

輪 市多 のボランティア

　

４
月
13
日
（
土
）「
女
性
の
つ

ど
い
」
が
森
山
小
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
行
事
の
一
つ
に
「
非
常

食
炊
き
出
し
」
が
あ
り
、
社
協
の

方
の
協
力
の
も
と
50
名
程
度
の
方

が
体
験
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
が
始
ま
る
前
に
、
洗
っ
た
米

を
炊
き
出
し
用
（
熱
に
強
い
ポ
リ

袋
「
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
」）
に
米
と
ダ

シ
入
り
薄
口
醤
油
を
入
れ
袋
の
空

気
を
充
分
に
抜
い
て
輪
ゴ
ム
で
固

く
止
め
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
初
め

て
の
体
験
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、

説
明
を
よ
く
聞
い
て
手
際
良
く
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　　
つ
ど
い
で
は
、
社
協
か
ら
「
非

常
食
炊
出
し
」
の
説
明
や
、
Ｊ
Ａ

そ
お
鹿
児
島
の
方
か
ら
の
介
護
や

認
知
症
に
つ
い
て
の
お
話
し
も
あ

り
ま
し
た
。

　
そ
の
間
に
参
加
者
の
作
成
し
た

も
の
を
沸
騰
し
た
お
湯
で
40
分
程

度
煮
て
、
取
り
上
げ
て
10
分
程
度

蒸
ら
し
、
ご
は
ん
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
非
常
時
は
、
袋
を
手
で

開
け
ら
れ
、
茶
碗
や
ハ
シ
を
使
わ

ず
に
そ
の
ま
ま
食
べ
る
こ
と
が
で

き
、
袋
に
漬
物
、
お
か
ず
も
乗
せ

ら
れ
、
大
変
便
利
で
す
。

　
春
の
陽
気
の
中
、
校
庭
で
皆
さ

ん
と
ご
は
ん
を
美
味
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。
昼
食
後
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
を
し
て
、
大
変
充
実
し

た
楽
し
い
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
様
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

坂
元　
聡
子

　香月小学校４年生の「総合的な学習の時間」に、ふるさと
先生として志布志町ＳＬ保存会の宮内春芳会長が招かれまし
た。２月６日㈬に志布志駅から串間駅までの往復体験乗車を
し、切符の買い方等を学び、志布志駅到着後、鉄道記念公園
に保存展示してあるＳＬの構造や作用について学習しました。
　３月２２日㈮には、４年生修了記念の手作りの乗車券を
プレゼントし、ＳＬに感心を持ち続け将来は、昭和の文化
遺産であるＳＬの保存活動をして、いつまでも守ってもら
いたいと願っています。

～志布志町
ＳＬ保存会～鉄道体験とＳＬの学習

ボランティア活動保険加入助成のご案内

JA
そ
お
鹿
児
島
女
性
部
志
布
志
支
部

「
女
性
の
つ
ど
い
」

香月小 4年生
修了記念

香　　月　から

Ｈ
2
5
.3

.2
5

2
5

2
5途中下車前途無効

　ふるさと先生発行

ゆき幸　　福

小

香
月�

幸
福

【ボランティア活動保険補償期間】
平成２５年加入手続き完了の翌日～平成２６年３月３１日午後１２時まで

【社協助成期間】（日曜は除きます。）
平成２５年４月１日～平成２５年６月３０日まで

・保険加入時にボランティア登録 ( 必要事項を登録用紙に記入 ) をして頂きます。

　志布志市社会福祉協議会（志布志市ボランティアセンター）では、ボランティア活動中の事故・災害
等を幅広く補償する「ボランティア活動保険」の加入受付を行っております。
　助成期間中に申請いただくと、一人当り掛金の内 100円を社会福祉協議会が助成いたします。

加入にはボランティア登録が必要です！

加入プラン・加入金額 A プラン B プラン

年間
保険料

基本タイプ ３００円 ４５０円
天災タイプ

（地震・噴火・津波） ４６０円 ６９０円
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概ね６５歳以上の高齢者及び障がいのある
方で介護保険を利用できない方
　・介護保険ではできないサービスを希望する方
　・必要なサービスが介護保険でまかなえない方

社会福祉法人　志布志市社会福祉協議会

５月は日本赤十字社費募集月間です
ご協力お願いいたします。

〜ささえあい〜

お
問
い
合
せ

の活動にご協力ください！
　昨年度は志布志市内で発生した 8件の住家火災にも救援物資配布を実施いたしました。
　それらの災害救援物資や各事業などは、市民の皆様方より毎年拠出していただく社員社資
（500円以上）で賄われております。
　志布志市の市民一人一人が赤十字社員として、社費を納入くださることにより赤十字の活動
は継続していけるものであります。

志布志市内
※�それ以外の
地域の方も、
相談に応じ
ます。

　介護保険を利用できない方、必要なサービスが介護保険ではまかないきれ
ない方、介護保険では出来ないサービスを希望する方、病気、障がい等を持
つ方で手助けを必要とされる方々に対して当事業所独自のサービスを提供い
たします。

http://www.kagoshima.jrc.or.jp
鹿児島県支部

http://www.facebook.com/japaneseredcross

日本赤十字社ってど
んなことをするとこ
ろなの？

公式ページ

日本赤十字社は、国や地方公共団体の業務に協力する
機関として、災害救護活動や血液事業等の推進にあた
るほか全世界の赤十字共通の理念であ
る人道的見地から、国内外で発生した
災害や紛争による被災者、また保健衛
生指導などの救援活動も行なっていま
す。

介護・生活
援助事業

本　所　・　支　所 電　　話 ＩＰ電話
志布志本所（健康ふれあいプラザ内） 099-472-1800 050-3385-4442
松 山 支 所（老人福祉センター内） 099-487-2001 050-3613-5943
有 明 支 所（ 市 民 セ ン タ ー 内 ） 099-474-0310 050-3540-9329

対
象
者

実
施
地
域

2013.5 ■ （6）



モトム。
アナタのつながり。
ミンナの輪。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
人
の
つ
な
が
り
に

よ
っ
て
成
り
た
っ
て
い
ま
す
。

ともだち! 平成２５年度広報編集員を
ご紹介します

　
志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、

「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で

き
る
地
域
社
会
の
実
現
」
を
目
指
し

て
多
く
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
健
康
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
を
拠
点
に
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
介
護
保
険

制
度
で
認
定
を
受
け
、
希
望
さ
れ
た

方
に
、
送
迎
・
入
浴
・
食
事
・
機
能

訓
練
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

す
る
事
業
で
す
。

　
利
用
者
の
皆
さ
ん
は
「
デ
イ
の
日
」

と
愛
着
を
も
っ
て
表
現
さ
れ
て
、「
週

に
一
回
で
す
が
良
い
気
分
転
換
で
元

気
が
出
ま
す
。
一
人
で
テ
レ
ビ
を
見

て
い
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
。」
と

口
々
に
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　　

　
今
年
も
引
き
続
き
２
人
で
、

社
協
職
員
と
協
力
し
な
が
ら
、

皆
さ
ま
が
、
興
味
を
持
っ
て

読
ん
で
頂
け
る
よ
う
な
広
報

紙
「
さ
さ
え
あ
い
」
に
な
る

よ
う
に
が
ん
ば
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

社
協
の
事
業
紹
介
　
～
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
編
～

坂元 聡子さん 見野 初美さん
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第
44号

 2013.5
社

協
シ

ン
ボ

ル
マ

ー
ク

発
 行

/ 社
会

福
祉

法
人

 志
布

志
市

社
会

福
祉

協
議

会
（

志
布

志
市

健
康

ふ
れ

あ
い

プ
ラ

ザ
）

 
志

布
志

市
志

布
志

町
志

布
志

3222-1

TEL：
099-472-1800　

　
FAX：

099-472-1593
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

http://shibushi-syakyo.jp/
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

：
info@

shibushi-syakyo.jp

東
日
本
大
震
災
義
援
金

心配ごとがありましたら… 相談内容等の秘密は厳守します。ぜひ、
お越し下さい。なお、相談料は頂きません。〜金銭、年金、家族、住宅、ご近所トラブルなど〜

６月 ･７月の日程

●：志布志地区 472-1800
　　（健康ふれあいプラザ内）
●：松山地区　 487-2001
　　（老人福祉センター内）
●：有明地区　 474-0310
　　（市民センター内）

相談時間
10：00〜15：00※日程は都合により変更になる場合があります。右記までお気軽にお問い合わせ下さい。

　

次
の
方
々
よ
り
香
典
返
し
の
お

礼
に
か
え
て
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
に
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し

上
げ
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。
頂
き
ま
し
た
ご
寄

附
は
、
志
布
志
市
の
地
域
福
祉
向

上
の
た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
平
成
25
年
3
月
1
日
か
ら

平
成
25
年
4
月
30
日
ま
で
）

自
治
会
名　

寄
附
者
名　

物
故
者
名

（
敬
称
略
）

上
昭
和　

安
樂
育
夫　

故
さ
よ
子

堤　

口　

竹
井
ミ
ワ　

故
勇
城
夫

南
下
町　

大
田
律
子　

故
宗
二

馬　

庭　

上
村
成
光　

故
冨
士
子

下
小
西　
川
井
田
ヨ
シ
子　

故
敬
次

緑
ヶ
浜
団
地　

渡
邊
保
代　

故
渡
邉
洋
子

田
之
浦　

山
中
秋
男　

故
ス
ミ
子

都　

城　

福
重
朋
子　

故
岡
元
博
子

若　

浜　
取
附
サ
ダ
子　

故
徳
昭

横
尾
上　
永
吉
ミ
ヨ
子　

故
文
二

坂
之
上　
水
上
カ
ズ
エ　

故
潔

小　

浜　

水
間
久
子　

故
盛
武

東
清
水　
坂
下
ト
ミ
エ　

故
量
夫

曙　
　
　

野
崎
輝
子　

故
宮
内
昭
生

東　

下　
池
上
ナ
ヨ
子　

故
良
志

下
野
井
倉　

楠
田
綾
子　

故
照
高

飯　

山　

藤
江　

隆　

故
ミ
キ

押　

切　

鍋
山
國
昭　

故
國
美

東
大
久
保　

大
池
幸
子　

故
廣
行

中　

須　
上
村
喜
三
郎　

故
ノ
ブ

平　

山　
平
井
ゆ
み
子　

故
藤
分
ミ
エ

中　

原　

福
別
府
武　

故
芳
子

南　

中　
橋
口
か
つ
子　

故
荻
ノ
迫
數
雄

駅
通
り　

半
田
祐
資　

故
マ
サ
子

　

次
の
事
業
所
・
団
体
・
個
人
の

方
々
よ
り
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
附
を
頂
き
ま
し
た
。

　

地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に
有
意

義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

・
森
山
長
寿
会　

大
迫
力
男

１
１
，
０
２
７
円

・
匿
名�

３
２
，
８
８
２
円

・
折
白
鳥
置
物
多
数�

森
屋
好
明

・
あ
じ
さ
い
（
株
分
け
）田

中
靖
夫

（
3
月
16
日
～
5
月
15
日
受
付
分
）

・�

㈱
島
津
ド
リ
ー
ム
ア
ン
テ
ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

４
６
，
４
５
０
円

・
蓬
の
郷�

９
，
７
９
４
円

・
松
山
中
学
校
３
年
生８，

６
４
６
円

（
平
成
23
年
３
月
14
日
～

平
成
25
年
5
月
15
日
受
付
分
）

こ
れ
ま
で
の
合
計
金
額
：

１
，
１
１
９
万
７
，
４
２
４
円

　

志
布
志
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
幅
広
い
年
齢
層
に
広
く
福

祉
に
興
味
を
持
っ
て
頂
き
た
く

「
福
祉
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
」
を

募
集
い
た
し
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
左
記
の
募
集

要
項
に
て
ご
応
募
下
さ
い
。
ま

た
、
投
稿
数
に
応
じ
て
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
応
募
方
法

　
・�

氏
名
又
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
、

町
名
を
記
入

　
・
一
人
２
作
品
ま
で

　
・�

ハ
ガ
キ
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
※�

電
話
に
よ
る
募
集
は
い
た

し
ま
せ
ん
。

○
応
募
締
切

　
平
成
25
年
６
月
25
日
㈫
ま
で

　
※�
季
語
を
含
む
場
合
は
６
、７
月
前
後

○
掲
載
に
つ
い
て

　
・
平
成
25
年
7
月
26
日
発
行

　

��「
さ
さ
え
あ
い
」
第
45
号
に

掲
載
予
定

『
福
祉
川
柳
・
短
歌
・
俳
句
』

募
集
い
た
し
ま
す
。

皆
様
の
善
意
に

感
謝
い
た
し
ま
す

※
お
知
ら
せ

　

毎
年
、
ご
参
加
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
、
第
13
回
共
同
募
金
チ
ャ

リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
を
今
年
度
は

９
月
21
日
（
土
）
に
開
催
す
る
こ

と
を
お
知
ら
せ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
参
加
申
込
に
つ
き
ま
し
て

は
、
後
日
発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
多
く
の
ご
参
加
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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松
山
地
区
受
付

有
明
地
区
受
付

松
山
地
区

有
明
地
区

志
布
志
地
区

志
布
志
地
区
受
付

志
布
志
地
区
受
付

志
布
志
地
区
受
付

松
山
地
区
受
付

老
く
れ
ば

 

す
る
こ
と
な
す
こ
と

  

に
ぶ
く
な
る

 

二
人
で
さ
さ
え
る

  

楽
し
か
な

志
布
志
町
　
竹
下
　
厚
代

有
明
町
　
農
　
　
　
楽

母
の
背
に
子
ら
の
絆
は

纏ま
と

め
ら
れ

志
布
志
町
　
鞍
掛
　
五
雄

又
一
人

逝
っ
て
我
が
郷さ

と里

過
疎
進
み

● ●
●

● ● ●
●

● ● ●
●

● ●
● ●

●

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23
30 24 25 26 27 28 29

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
月6 月7


